
高松市まちづくり刷新支援事業の成果【高松市】
事業概要
〇屋島山上交流拠点施設整備事業
文化・観光情報案内、MICE、交流機能等を備えた拠点施設として、
屋島山上交流拠点「やしまーる」を整備するもの。

〇景観配慮型道路施設整備事業
屋島ドライブウェイを市が取得し、道路景観整備・歩行者自転車対策を
行い、多様な来訪者需要に対応するもの。

〇駐車場整備事業
屋島ドライブウェイ無料化に併せて、既存山上駐車場を整備（有料化）
するとともに、駐車場不足に対応するため、空き地等を活用し、駐車場
の拡充を図るもの。

【やしまーるの整備】

官民連携による景観刷新や交流拠点
施設の整備など、持続的な景観向上の
取り組みが評価され、令和５年に「都
市景観大賞」を受賞した。

目 標
〇屋島山上来訪者数
基準値（2016年） 目標（2023年） 実績（2023年） 現況（2024年）

507,000人 700,000人 631,000人 628,000人

※新型コロナウィルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言の発出等に伴い、令和２年および令和３年にお
いて観光入込客数が急激に減少した。その社会的影響は大きく、令和５年における目標値は未達成
となった。

〇市内全域観光入込客数
基準値（2015年） 目標（2023年） 実績（2023年） 現況（2024年）

6,640,000人 7,030,000人 5,640,000人 5,770,000人

事業による景観の変化
○高松市屋島山上交流拠点施設整備

〇景観配慮型道路施設整備・ウェルカムロード整備

屋島山上へのアクセス道路全体の老朽化や防災への対応、歩行者及び自転車利用者の安全で快適
な通行環境を確保している。

文化観光情報の案内機能や交流機能等を備えた新たな高松市観光のシンボルとして、地域住民
や来訪者の交流や賑わいの拠点となっている。
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